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愛知県立大学看護実践センター  

大規模災害発生！地域でいかに対応し 保健医療を復興させるか 

～ 過去の災害支援と平時の救急医療を活かす ～ 

セミナーのご案内 

 

近年、地震、台風や豪雨災害など、国内各地で大規模災害が頻発しています。災害発生時には諸機関が

協働して 1 日も早く地域の復興をはかることが重要です。 

本セミナーでは前橋赤十字病院救急医であり、群馬県災害医療サブコーディネーター、統括 DMAT 登録者、

群馬県ドクターヘリチームリーダーとして、大規模災害の備えた広域の医療連携システムの構築に指導的な役

割を果たしておられる町田浩志先生を講師にお迎えし、災害時の迅速な本部の立上げや災害に備える連携

システムの構築などについて具体的なお話をお願いする予定です。 

保健医療職をはじめ、災害対策にかかわる行政や消防などの危機管理組織の方々、さらに防災に関心を

おもちの一般の方々にも多数ご参加いただきたく、本イベントの開催をお知らせいたします。 

 

日 時 平成 30 年 12 月 1 日（土） 13:00～16:00 （受付開始 12：30～） 

場 所 愛知県立大学 守山キャンパス （名古屋市守山区上志段味東谷） 

講 師 
前橋赤十字病院 高度救命救急センター 集中治療科・救急科 副部長 

町田浩志 先生 

内 容 

１． 平時の救急医療を活かした災害時の病院対応 

～局地災害対応と新病院移転の経験から～ 

２． 大規模災害時における地域保健医療の復興への取組み 

～平成 30 年 7 月豪雨災害など、過去の大規模災害の経験から～ 

定 員 150 名 

対象者 医療従事者、行政・教育機関関係者、テーマに関心がある一般の方 

参加費 2,000 円 

申込方法 

参加を希望される方は、参加申込書にご記入の上、申込締め切りまでにメール・FAX のいずれか

の方法でお申し込み下さい。 

申し込みの締め切り後に、振込口座等のご案内を送付しますので参加費の振込みをお願いいたし

ます。 
参加申込書は下記の WEB サイトよりダウンロードいただけます。 

「愛知県立大学看護実践センターWEB サイト」 
https://www.nrs.aichi-pu.ac.jp/nursing/「大規模災害発生！地域でいかに対応し-保健医療/ 

申込締め切り：平成 30 年 11 月 14 日（水） 

問い合わせ 

〒463-8502 名古屋市守山区上志段味東谷 

愛知県立大学看護実践センター 

TEL 052-778-7103（ダイヤルイン） 

FAX 052-736-1415 

E-mail supportns@nrs.aichi-pu.ac.jp 

 

平成 30 年 11 月 2 日 （金） 

愛知県公立大学法人 

愛知県立大学看護実践センター 

担当：土田 

電話 052-778-7103 


